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１．共通仕様

　　特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の次の仕様書等のうち、●印のついたものを適用する。

　　２）工事種目に建築工事及び機械設備工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

　　３）改修工事の分類　　○全館無人改修　　　●執務並行改修

．工事仕様書

護

３．工事種目（●印を適用し、各一式とする。）
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２．建物概要

１．工事場所

．工事概要
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特記仕様書

　　　　ＰＣＢを含有する電気機器等は、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適切な処理の推進に関する

工事補足説明事項によるほか、以下による。生発●

　　　　（運搬・処分費は　○本工事（ＰＣＢ含有機器を除く）　※別途）

　　　○有（○金属類　　○金属機器類　　○電線、ケーブル　　○鉛蓄電池　　○　　　　　　　）

　　　　特別措置法（平成１３年法律第６５号）」によるほか、ＰＣＢが流出しない保管容器に収納

（１）引渡しを要するもの　　※無

（２）特別管理産業廃棄物　　※無

等処 理の材

項　　　目

　　１）項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を適用する。

●

種 目

２．特記仕様

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

●改修標準仕様書（ ※全部　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○屋外　　　 ）
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監

● 工
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○ 内室

及

化 学

● 電

● 保

気

○　８時間測定　　　延べ（　　　　　）箇所

測定対象物質の濃度を測定し、報告すること。

１）測定対象室および各室測定箇所数　　※仕上表による　　○図示

２）測定対象物質　　　　　　　　　　　※室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、

※２４時間測定　　　延べ（　　　　　）箇所

構内につくることが（○できる　　 ●できない）

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署への諸手続き等の費用は、受注者の負担とする。

仕上げの程度は、下表を標準とする。

所事員 務

設

力、水 、そ

仮

他

物

の

職

電

用

測定はパッシブ型採取機器により行う。測定条件等は、監督職員と協議する。

気空 中 の

び 確 認

濃の質 測度 定

類物 種の

規 程

工

安

作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スチレン、エチルベンゼン

種 目 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

１）新設分電盤が埋込形の場合、予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上

取外した上再使用する機材は、改修標準仕様書第1編1.4.3によるほか、絶縁状態を確認後に取付

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職員の承諾線電 本 数 管 路 等

　の場合（２５）を２本天井内まで立上げる。

※金属製（ステンレス、新金属も含む）　○樹脂製

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

２）ケーブルラックの床の防火区画貫通部に、（５１）を１本以上設ける。

ける。なお照明器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして十分に清掃を行うこと。

機用再 使

のそ 他

材

●

、

ッ ク

備 配

ボ

予

ーレュシ プッフ ラ

寸 法

ト

管

ス

４）屋外の露出配管は以下による。（図面特記のあるものを除く。）

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　　目種 目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項種 目 項　　　目

を受けて変更することができる。

※設けない　○設ける（規模：　　　ｍ 程度）

等線内器機 配 下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

分電盤　　ＯＡ盤　　実験盤　　開閉器箱　　制御盤　　キュービクル式配電盤　

直流電源装置　　交流無停電電源装置（簡易型を除く）　　　

屋外の盤類・開閉器箱・プルボックスの材質は、以下による。

　※ステンレス鋼板製とし、指定色塗装を行う。（指定色塗装については屋上を除く。）

　○鋼板製とし、配管カップリングは溶接を行い、ＪＩＳ Ｈ ８６４１「溶融亜鉛めっき」に規定

○センサー設定器を　　１個　附属すること。

照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。

○システム設定器を　　１個　附属すること。

多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。
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電

工 範

○防犯装置　　　○入退室管理制御装置

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○機械警備用配管

測定チャンネルは、監督職員と協議する。

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付
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ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

高圧ケーブルは、受変電設備までの配線経路中、1箇所以上で3ｍ程度の余長を見込むこと。

構造、寸法は  （※標準図　○図示）による。

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○一般用　 ○耐塩用　 ○重耐塩用

蓋の用途表示は（※通信    ○　　）とする。

長

ル

材

理

囲

ル

さ

ル

灯

○一般用　 ○耐塩形

特記なき場合は、ＧＬ（舗装がある場合は、舗装下面）から３００ｍｍ以上とする。

ガスの種類　※都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス

○自動火災報知装置　　 ○自動閉鎖装置　　 ○非常警報装置　　 ○ガス漏れ火災警報装置

※開閉弁開放（易操作性１号消火栓及び２号消火栓）　　○消火栓箱内押ボタン（１号消火栓）

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

構造、寸法は　（※標準図　○図示）による。

蓋の用途表示は（※電力 　 ○　　）とする。

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○警報盤　　○簡易形監視制御装置　　○監視制御装置

囲

式

囲

さ

ル

ル

器

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

類

囲

動

置

災

防

犯

管
理
設
備

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
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項

（５）再生資源化を図るもの

（６）建設発生土

外箱　　ステンレス鋼板製　　※避雷器内蔵

基礎 　※本工事　○別途工事

○照明用ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合で特記がない場合は、ＪＩＳ Ｈ ８６４１「溶融亜鉛

建　物　名 構　　造 敷地面積（ｍ ）
延べ面積（ｍ ）

階　　数 備　　考
別表第１の区分

建築工事 ○

機械設備工事 ○

（３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　※無　○有（運搬・処分費は ※本工事　○別途）

き続（ ）

貯力電 備設蔵

報災火 備設知

　　　ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は「標準仕様書」による。

〇特定建設資材（工事補足説明事項による。）

図面に特記なき場合は、「機器標準取付高さ表」による。器機 付取 高 さ

既存部分の養生　　※行う　　養生の方法（※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ、合板等　○　　　　　　　　）　○行わない● 養 生

固定された備品、机、ロッカー等移動・復旧　○行う　数量等（　　　　）　　※行わない

水平高低調整式（空転防止付リング付、ＯＡフロアー部分を除く）

※砲金製　　○アルミ製

ー・ベーレ トロフ アプ ス

（耐火間仕切壁（軽量鉄骨下地）内の場合は図面特記による。）

　めっき」に規定するＨＤＺ３５を施し、指定色塗装とする。

建築基準法による 消防法施行令

改 修 工 事 の

（４）六ふっ化硫黄（ＳＦ６）ガス　　※無　○有（運搬・処分費は　※本工事　○別途）

　　ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等、受変電機器に含まれるＳＦ６ガスは、製造者又はガス回収

外

入
退
室

　製造業者又は販売業者に回収を委託する。

（２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

（３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジーｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有し

　　　ない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（４）（１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒ

　　　ド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

　　　とする。

 設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣は、次のとおりとする。

 規制対象外

　　 建築材料以外の材料

　 ２建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

 第三種

　 １建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 ２建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

化 学 散を質 放物

等材 料建せ るさ 築

カ
メ
ラ

監
　
視

設
　
備

制動連○ 御 器 ○単独　　○火報受信機等と一体　　

装鎖閉自○ 動

　　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下）

○防煙ダンパ用　（別途工事　瞬時通電式または電動式ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下、

○防火戸用（ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下　電磁式またはラッチ式）置

○単独形　○火報受信機と一体

テ
レ
ビ

共
同
受

信
設
備

３）最上階天井スラブ（屋上スラブ）でモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管を行わない。

　※鋼製電線管は指定色塗装を行う。（屋上を除く。）

　○厚鋼電線管に溶融亜鉛めっき（亜鉛付着量３００ｇ／ｍ 以上）を施したものとし、指定色塗装

　　　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ（※ＨＤＺ３５　○ＨＤＺ４５）　盤類・開閉器箱（※ＨＤＺ３５　○ＨＤＺ４５）

　　する溶融亜鉛めっきを施した後指定色塗装を行う。

○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

○防火シャッタ用（別途工事　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下　警報連動付）

樹脂管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

　　○構内指示の場所に敷きならし　○構内指示の場所にたい積

　　○構外搬出適切処理（運搬・処分費は　○本工事　※別途）

○照明用ポールに配線用遮断器（引外し装置無し）又はｶｯﾄｱｳﾄｽｲｯﾁ（素通しﾋｭｰｽﾞ）を設ける。

　　を行う。（指定色塗装については屋上を除く。）

ＳＯＧ制御装置　　※屋外形（ステンレス鋼板製収納箱・鍵付）　　○屋内用埋込形

　　業者に回収を委託し、再使用又は再資源化する。

（７）その他発生材　　工事補足説明事項による。

　　　　し、引き渡す。ただし、保管容器は別途とする。

　　　　　処分地：　　　　　　　　　　　　　　　

　　　○有（○ＰＣＢ含有機器　○据置鉛蓄電池（廃酸）　〇廃油　○石綿　○　　　　　　　　　）

接 接地極の材料は、特記がなければ別表２を標準とする。極地

仕 様 囲用適 範書

○

○

○

○

○

○

○

分類

耐震安全性の

線電 管

き続（ ）

特記なき場合は、ＧＬ（舗装がある場合は、舗装下面）から３００ｍｍ以上とする。

金本基 料○ 本受電後に、基本料金を下記のとおり、受注者の負担する。

　契約電力（臨時）　　　kW　　　　　　期間　　ヶ月 

類種の置装

御制ＤＥＬ

中
央
監
視

制
御
設
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備設仮 事工

屋　 外

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

● 著 権 等作

気● 電 契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第一種電気工事士により施工を行う。工 事 士

４）　法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

５）　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　よう努める。ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満たす

６）　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

３）　安定的な供給が可能であること。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

１）　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

ただし、別表１に示す設備機材等の製造者等は次の１）から６）の事項を満たす証明となる資料を提

設● 備 機 材 等

機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料等の提出を省略するこ

当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲する

ものとする。

○ 他 分工 事 と の 工 事 区 図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

○ はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。

施工場所を鉄筋探査機により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行う。

放射線透過検査については監督職員と協議するものとし、費用は別途とする。

非 破 壊 検 査

○ 標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。

施工前に、当該工事に係わる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の既設配管配線も含む）

等

について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、探査方法

● 工 事 工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。の力 備設用 電

保安責任者は、適切な保安業務を行う。保 安 責 任 者

● （１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１０環 慮配の境 へ

項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及

（２）グリーン購入法に基づく環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事

　針（平成３１年２月閣議決定）」による特定調達品目の判断の基準を満たす環境物品等を選択する

　０号）（以下「グリーン購入法」という。）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると　　

共に、次の（１）から（４）を満たすものとする。

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗装、仕上

　　　塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図

　　　書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

化 学 散を質 放物

等材 料建せ るさ 築

及び試験堀方法を監督職員と協議する。

び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。）に留意すること。

出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の１）から６）すべての事項を評価された事を示す外部

埋 物設

とができる。

　ものとする。

改修標準仕様書によるほか、下記による。査調工

　〇絶縁油分析調査：変圧器　　台　　高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　台　　高圧ﾘｱｸﾄﾙ　　台　　交流遮断器　　台

　　　分析は「絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル」（環境省大臣官房廃棄物

　　　リサイクル対策部産業廃棄物課）により行う。分析機関による分析費用は本工事とする。

○以下の撤去する機器類等へのアスベスト含有の有無について調査し、監督職員に報告する。

　○型式調査：○配線用遮断器

○その他

　調査項目（○図示　○　　　　　　）調査範囲（○図示　○　　　　　　）

　調査方法（○図示　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者をおくものとし、電気保安技術者は、次による。

(ｱ)事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な電気主任技術者の資格を

　 有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。

(ｲ)一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種電気工事士又は第二種電気工事士の資格を有する者とする。

電気保安技術者の資格等を証明する資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。

電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行う。

２）特記なき場合、分岐に用いる２極の配線用遮断器及び漏電遮断器は、１極サイズのものとする。

自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空調機を停止させる。

○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○ＯＡフロア用

１）単位装置の電流計は負荷端子の手前に接続する。（インバータ回路を除く）

動
　
　
力
　
　
設
　
　
備

ト

等

セ

盤

ンコロ

電

アフ

分

ン

囲範

盤

クロ ッ

事

タ

御

ーン

工

制

イ

インバータ装置の規約効率

４）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。

３）ＳＰＤ分離器（配線用遮断器）は警報接点付きとする。

格規の具照ＥＬ Ｄ 明 器

　する。

１）ＬＥＤ照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とＪＩＬで異なる場合、ＪＩＬの規定を適用

５）ＯＡ盤の端子盤部に（※通気口　○冷却用ファン）を設ける。

３）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を停止させる。

○

○

○

○

○

４）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を、単位装置の故障に含める。

２）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１－２－１「低圧開閉装置及び制御装置-第２－１部：回路遮断器（配線用遮断

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

　器及びその他の遮断器）」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、ＪＩＳ Ｃ 

　８２０１－２－２「低圧開閉装置及び制御装置-第２－２部：漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯

　分電盤用協約形漏電遮断器」による。

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付設
備

電
熱

囲範事工

囲

囲

式

地接

事工

事

用安 器

工

保

形

範

範

礎

等

他
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基
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品

囲

囲

事

事

工

工

範

範

受
　
　
変
　
　
電
　
　
設
　
　
備

格規の圧 器変

○充電標示器は、断路器の１次側の適切な場所に設ける。

○交換装置　　○ボタン電話装置

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○外部固定形　　○内部固定形　　○回転形または上下動形　　○ＯＡフロア用　　○

※本工事　　　○別途工事

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

予備限流ヒューズを収納ケースに入れ、盤内に収納する。

○本工事　　※別途工事　　　○既設

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

直流電源装置の過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

○直流電源装置　　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

　または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を満たすも

１）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が低圧

設
　
備

ルベ

囲

レ護保

事工 範

○　　○　　○　　○

大地抵抗率測定用補助接地極を構造体下部に設ける。

拡
声
設
備

囲事○ 工

○

範

情
報
表
示

囲

囲

類

計

器

事工

時

事

事

幅

工

工

子

増

設
　
備

範

範

種

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

○マルチサイン装置　　○出退表示設備　　○時刻表示設備

特記なき子時計は、ＳＷＡ　－ＧｐＢ　とする。

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

２

映
像

音
響

設
備

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付工 事 範 囲

○外部換気扇連動（※端子 ○スイッチ）を設け、サーモスタットと連動させる。

○盤内にサーモスタット（３０ﾟＣ～４０ﾟＣ可変形、３５ﾟＣに設定）及び切替スイッチ（自動

　手動・断）を設ける。

発
電
設
備

サ ー トタス ッモ

構
内
情

報
通
信

網
設
備

カピス ー 特記なきスピーカは、（※ＳＣ６Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ　○　　　　　　　　　）とする。

置装発光陽太 電

イテ レ ビ ーン タ ンホ

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする

○ プルスイッチのひもの長さは０．２ｍ程度とする。

握りボタンのコードの長さは１．２ｍ程度とする。

○配管　　○配線　　○機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付囲範事工

架台の材質が鋼材の場合は、ＪＩＳ Ｈ ８６４１「溶融亜鉛めっき」による（※ＨＤＺ３５ 

類事工 種

他のそ

電
力
貯
蔵

設
　
備

○ディーゼル発電装置　○ガスエンジン発電装置　○ガスタービン発電装置　○太陽光発電装置類事工 種

他のそ

類事○ 工 種 ○音声誘導装置　　○インターホン　　○トイレ等呼出装置　　○受付呼出装置

置出 装等イ レト 呼

○ＨＤＺ４５ ○ＨＤＺ５５）以上の溶融亜鉛めっきを施したもの又は同等以上の耐食性を有する

　のとする。

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

ものとする。

トセ ンコロ アフ ン

○盤内照明器具はLEDとする。

○屋内型は、押しボタン、ランプ、計器類を外扉の見やすい位置に配置する。

設
　
備

構
内
交
換

雷
保
護

○換気扇を設ける場合は回転センサ付とする（盤面警報ランプ共）。

誘
導
支
援
設
備

規約効率（％）

電動機出力（kW）

95.5

18.5

　備考(1)規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率の算出方法」により算出した値とする。

　　　(2)規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

93.0

2.2

92.0

1.5

88.5

0.75

86.0

0.4

95.0

15

94.5

11

94.5

7.5

94.0

5.5

94.0

3.7 453730

95.5 95.5

22

95.5 95.5

　　　   IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の値以上とする。

ＬＥＤ灯はユニバーサル電圧（１００～２４２Ｖ等）対応品でもよい。

ＬＥＤ制御装置の種類・電圧は、標準図又はＪＩＬ５００４「公共施設用照明器具」（以下

「ＪＩＬ」という。）に指定のあるもの、図面特記があるものを除き下記による。

安定器等の種類器　　具　　の　　種　　類 電圧（V）

ＬＥＤ灯はユニバーサル電圧（１００～２４２Ｖ等）対応品でもよい。

ＬＸ又はＬＺ 回路電圧による

ＬＮ又はＬＪ 回路電圧による

ＬＥＤ灯 調光信号線が接続された器具

上記以外

（個別通信制御を除く）

耐 施 工震

別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

よる。

設備機器の固定は、独立行政法人建築研究所監修の「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」に

　　　とする。また、設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

仮設備項目および期間は図示による。○

交〇 ※設けない　　〇設ける（延べ　　　人・日）員

（３）手すり先行専用足場方式により行う。

本工事で設ける場合は改修標準仕様書第１編２．２．２によるほか、足場の設置においては、

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は

　　　　　Ａ種、Ｂ種、Ｃ種の設置場所は図示による。

　　　　　○Ｂ種（くさび緊結式足場）　○Ｃ種（単管本足場）　○高所作業車　○防護シート養生

外部足場　※Ｄ種（仮設ｺﾞﾝﾄﾞﾗ）又はＥ種（移動式足場）　○Ａ種（枠組足場）　

　　　　　○移動式昇降足場　○高所作業車　○単管足場　○くさび緊結式足場　○枠組足場

　　※設計用水平地震力は、次に示す設計用標準水平震度に、機器の重量（ｋＮ）を乗じたもの

　　○図示による

仮 備 事設 工

通 備警導誘

足 場 台業作 構・

○ 適

Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○　　○　　○　　○　　）

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分分区用

１）電線管表示（１９）（２５）～（７５）で特記なき場合は、ねじなし電線管とする。

ＥＭ電線、ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成された

特記なきものはＥＭ－ＩＥとする。

ものとする。

○ 線電 管

●

● 線

電

電 類

線

○ 建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職員に提出

する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　○太陽光発電装置　　　○風力発電装置

○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○

　１３階建以上の場合は上層４階

４）上層階の定義は、次による。

　○配電盤　　 ○直流電源装置 ○非常用発電装置 ○交換機  　　　　　○

　○電算用電源 ○中央監視装置 ○ＵＰＳ装置　　 ○自動火災報知装置　○

３）重要機器（水槽類）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

　６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

○ とあ 施 工 ン カ ーア

○ 物建 地盤変位への対応のへ 配 管

置震 処の込 部引 耐 想定沈下量　　　○小規模 ０．２ｍ以下　　○中規模 ０．６ｍ以下　　○大規模 １．０ｍ以下

２）埋込配管は、（ＰＦ２２）以下、（Ｅ３１）以下とする。

条例により定められた積雪荷重

垂直積雪量　　　ｃｍ　　単位荷重　　　Ｎ／ｃｍ・ｍ

圧風 の力 検 討

２）屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に特定の施設の建物

１）乙類の建物の内（　　　　）は、特定の施設とする。

　　確認強度　監督職員との協議による。

　と一般の施設の建物が混在する場合は、特定の施設の設計用標準水平震度を適用する。

　　試験方法　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事監理指針（下巻）（平成２８年度）

性能確認試験　　○行う　　※行わない

　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築改修工事

　　　　　　　標準仕様書（建築工事編）（平成２８年版）「8.12.5施工確認試験」による。

施工後確認試験　○行う　　※行わない

　　　　　　　「8.12.5性能確認試験」による。

機器水槽類機器機器水槽類機器

上層階、屋上及び塔屋

中　 　　間　 　　階

１ 階 及 び 地 下 階

1.0（1.5）

0.6（1.0）

1.5（2.0）

　　　　注、（　）内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

1.5（1.5）

1.0（1.0）

2.0（2.0）

1.5

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

1.0（1.5）

0.6（1.0）

1.5（2.0） 1.0（1.5）

0.6（1.0）

0.4（0.6）

設計用標準水平震度

一　般設置場所 重　要

特定の施設（甲類の建物） 一般の施設（乙類の建物）

重　要 一　般

監督職員事務所の備品等　　　※設ける　　○設けない

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

合板張り又はビニル床シート張り

　　仕上げ表

内壁・天井

床

部位等

畳敷き休憩室

屋根

仕上げ

２

２

２

２

２

３３

備設仮 事工

特 記 事 項

１．　工事車両の進入及び工事に際し近隣施設、施設利用者等の安全について充分に注意のこと。

　　　なお、車両進入において、施設周辺道路の規制等を遵守し、関係法令・法規による手続きが必要な場合は、速やかに行い、

　　　その費用も本工事に含む。

●　撤　去

○

〇

　 １建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

〇

〇

〇

〇

〇 〇配管　　〇配線　　〇機器取付　　○機器移設・改設　　○取外し再取付

○配管　　〇配線　　〇機器取付　　●機器移設・改設　　○取外し再取付

〇

〇低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

〇

門真市殿島町７番１号

門真本署 SRC造 地上3階(一部8階建) 2,561.26 3,859.51

門真本署

●　改　　修 ●　改　　修

●　撤　去

　　●「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下「標準仕様書」という。） 

　　●「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

　　●「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）」（以下「標準図」という。）

●標準仕様書　　（ ※全部　　○庁舎　　　○　　　　　○　　　　　○屋外　　　 ）

※事業用電気工作物　　●自家用電気工作物

施●

　●型式調査：●照明器具安定器　　〇変圧器　　○高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　○高圧ﾘｱｸﾄﾙ　　○交流遮断器　　

●蛍光ランプ、ＨＩＤランプ（運搬・処分費は　※本工事　○別途）

●小型二次電池（運搬・処分費は　※本工事　○別途）

〇

●

内部足場　●脚立足場（脚立及び足場板の組合せによる。）　●移動式足場（ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ）

〇

● 〇配管　　〇配線　　●機器取付　　〇機器移設・改設　　〇取外し再取付

〇

●

１．工事写真

工事着手前、工事中、完成時、事故発生時及び監督職員の指示する場所 を撮影し、

２．完成図

Ｌ版相当サイズで印刷し提出する。 (A4版用紙1ページあたり 3枚）

提出部数は1部とし、データも CD-R等に整理して提出のこと。

工事完成後、監督職員の指示に従い完成図を作成のうえ、下記のとおり提出する。

二つ折（Ａ１）

完成図 形　式 部 数 備　　　　考

二つ折（Ａ１）

二つ折（Ａ３）

１

１

〇 完成製本

● 図面データ ・ＪＷＷ　・ＰＤＦ　・ＳＸＦ　・その他〇 〇１

〇 完成製本

ＣＤ-Ｒ等

２.　 完成図書は、１部提出のこと。

３．　その他、監督職員が指示したものを提出するものとする。

４．　施工日については、施設管理者及び監督職員と密に調整した上で決定するものとする。

４．工　　期　 契約締結日から令和　８年　３月　27日まで

●以下の撤去する機器類等の絶縁油へのＰＣＢ混入の有無について調査し、監督職員に報告する。

〇

記

事

照明器具取替工事（門本）
守口市都市整備部住宅まちづくり課

電灯設備工事特記仕様書
図面名称 縮尺

---

工事名称 設計年月

図面番号

Ｒ７．１０

Ｅ-０１

照明器具取替工事（門本）



工事名称

図面名称 縮尺 図面番号

設計年月

記

事
---

照明器具姿図(型番・寸法は参考とする)

Ａ４２ Ａ４２ｈ Ａ４５ Ｂ４１ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ２２０　単体

パナソニック　埋込ＸＬ３８３ＰＥＴＪＬＡ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ＬＥＤ非常灯電源別置形

パナソニック　ＮＮＬＧ０１５１５

非ｂ Ｂ４２

Ｃ２１ Ｅ２１Ｗ Ｅ４１ Ｅ４１Ｗ Ｆ２２

Ｇ２１ Ｇ４１

ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　直付ＸＬＸ２００ＡＥＮＣＬＥ９ パナソニック　直付ＸＬＸ２１０ＡＥＮＣＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型２０形　ｉスタイル　防湿型・防雨型 ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル　単体 ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル　防湿型・防雨型 ｉＤシリーズ埋込型２０形　下面開放型　Ｗ３００

パナソニック　直付ＸＬＷ４２２ＮＥＮＺＬＥ９パナソニック　直付ＸＬＷ２０２ＮＥＮＺＬＥ９

ＬＤＬ２０Ｗ×１　ウォールライト ＬＤＬ４０Ｗ×１　ウォールライト

ｉＤシリーズ非常灯　４０形　下面開放 ＬＥＤスクエアベースライト　ＦＨＰ４５形×３灯相当タイプ

埋込下面開放タイプＷ２２０　リモコン自己点検機能付

照明器具　姿図

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

□６００、調光可能タイプ（約１０～１００％）
電圧：１００～２４２Ｖ
光束維持時間：４００００時間（光束維持率８５％）、Ｒａ：８３
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）
点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
電球色（３０００Ｋ）

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ同断面Ｄスタイル　低・中天井用（～６ｍ）
ＬＥＤ内蔵、非常時：非常用ＬＥＤ点灯／常時消灯
電圧：ＡＣ／ＤＣ１００Ｖ
非常灯評定番号：ＬＣＬＥ－００１
レンズ：ガラス、カバー：アルミダイガスト（白色粉体塗装）、本体：鋼板

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、８００ｌｍタイプ
消費電力６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、８００ｌｍタイプ
消費電力６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

リニューアル専用、一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

壁面（縦向き・横向き）・天井面取付兼用
ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）
枠：亜鉛鋼板（ホワイト）
カバー：クリーンアクリル（乳白）
光束維持時間４００００時間

防湿・防雨型
ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）
壁面（縦向き・横向き）取付専用
カバー：クリーンアクリル（乳白）
光束維持時間４００００時間
適合ランプ：直管ＬＥＤランプ、素材：ガラス

守口市都市整備部住宅まちづくり課

非常灯タイプ、５２００ｌｍ（Ｈｆ３２形定格出力×２灯器具相当）
常時：非常用ライトバー点灯、非常時：非常灯本体組込ＬＥＤ（一般出力型）点灯
電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池
リニューアル専用、非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０２７
非常用ＬＥＤレンズ：ガラス、常用ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命（非常用照明器具専用ライトバー）４００００時間、点検スイッチ付
自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

Ｃ２２

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８２５ＬＥ９（ランプ含む） パナソニック　ＮＮＦＷ４１８３５ＬＥ９（ランプ含む）

パナソニック　埋込ＸＦＸ４５９ＵＥＮＬＥ９ パナソニック　埋込ＸＤＬ４５３ＵＧＮＬＥ９

パナソニック　直付ＸＦＸ４２９ＮＥＮＬＥ９ パナソニック　埋込ＸＦＸ２１９ＶＥＮＬＥ９

パナソニック　直付ＸＦＸ４２０ＡＥＮＬＥ９ パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＡＥＮＬＥ９

照明器具取替工事（門本）

Ｅ-０２

防湿・防雨型

Ｈ４１Ｗ Ｈ４２ Ｊ４２

パナソニック　直付ＸＬＷ４２２ＫＥＮＺＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　スリムベース

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＳＥＮＴＬＥ９パナソニック　直付ＸＦＸ４５９ＫＥＮＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型　防湿型・防雨型 ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型　単体

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ

Ｋ２１ ＬＥＤ高演色ミラーライト　Ｗ６２０

パナソニック　ＮＮＮ１３５１０ＬＥ１

標準タイプ、５０００Ｋ、高演色Ｒａ９３、高演色タイプ　クラス２
器具光束１３５０ｌｍ、消費電力１１．７Ｗ、電圧１００Ｖ
カバー：プラスチック（乳白）
サイドカバー：プラスチック（ホワイトつや消し）
壁面（横向け）取付専用
幅６２０・高８７・出しろ１１０

ＬＥＤ非常灯電源別置形

パナソニック　ＮＮＦＢ８４６０５

パイプ吊具　フナ型５００ｍｍタイプ

パナソニック　ツリグＸＦＰ５００ＦＷ

φ１００、低・中天井用（～６ｍ）
ＬＥＤ内蔵、非常時：非常用ＬＥＤ点灯／常時消灯
電圧：ＡＣ／ＤＣ１００Ｖ
非常灯評定番号：ＬＣＬＥ－００１
レンズ：ガラス
枠：アルミダイガスト（ホワイトつや消し仕上げ）、本体：鋼板

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片型 ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯両面型

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＣＬＥ１＋ＦＫ２０３００ パナソニック　ＦＡ２０３２２ＣＬＥ１＋ＦＫ２０３００×２

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

リモコン自己点検機能付
ニッケル水素蓄電池
一般型（２０分間）

壁・天井直付型
Ｂ級・ＢＬ形　片面型

型式認定番号：１ＡＭ２２１－３６２０
リモコン自己点検機能付

ニッケル水素蓄電池
一般型（２０分間）

壁・天井直付型

Ｂ級・ＢＬ形　両面型

非ａ Ｐ 誘ａ 誘ｂ

Ｒ７．１０



工事名称

図面名称 縮尺 図面番号

記

事

設計年月

守口市都市整備部住宅まちづくり課
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付近見取図
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S=1/10,000

府道大阪中央環状線

国道１６３号

門真市

門真税務署

近畿自動車道

門真本署

付近見取図・配置図 １/200
１/15,000

Ｅ-０３

照明器具取替工事（門本）

ポンプ室-１・ポンプ室-2

２

３

Ｒ７．１０

S=1/200
配置図
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工事名称

図面名称 縮尺 図面番号

設計年月

記

事
電灯設備 １階平面図（改修） S=1/150 Ｅ-０４

守口市都市整備部住宅まちづくり課
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記　  号 名　　　　称 備　　　考

（凡　　例）

照明器具取替工事（門本）

非常用ベースライト

ベースライト

スクエアベースライト

ブラケット

非常灯

避難口誘導灯
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工事名称 設計年月
Ｒ７．１０

記
守口市都市整備部住宅まちづくり課

図面名称 縮尺 図面番号事
S＝1/150電灯設備　２階平面図（改修） Ｅ-０５

２階平面図　S=1:150

照明器具取替工事（門本）
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３階平面図　S=1:150
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工事名称 設計年月
Ｒ７．１０

記
守口市都市整備部住宅まちづくり課

図面名称 縮尺 図面番号事
S＝1/150 Ｅ-０６電灯設備　３階平面図（改修）

照明器具取替工事（門本）

※※

※

※ 図面上２連結となっていますが、実物は単体が２つとなっています。
（２連結にする施工等は必要ありません。）
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【改修後】Ｒ２-ＲＲ階平面図
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ＲＲ階平面図　S=1:200
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工事名称 設計年月
Ｒ７．１０

記
守口市都市整備部住宅まちづくり課

図面名称 縮尺 図面番号事
電灯設備　Ｒ１-ＲＲ階平面図（改修） Ｅ-０７S＝1/200

照明器具取替工事（門本）




